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生 年 月　1986年 6月石川県生まれ
最終学歴　広島工業大学環境学部
　　　　　環境デザイン学科卒業
業務経歴　2011年㈱竹中工務店入社
　　　　　2012年京都支店
　　　　　設備施工管理グループ
　　　　　2016年大阪本店設計部
　　　　　2019年広島支店
　　　　　生産統括部設備グループ
●担当した主なプロジェクト
2012年　京都青果配送加工センター
2013年　イオンモール京都桂川
2014年　京都新聞久御山工場増築
2015年　三菱京都病院緩和ケア棟改
2016年　ハイアットR京都耐震改修
2017年　SCL松原天美SC
2018年　H2Oカナート洛北増築
2019年　聴竹居維持管理及び
　　　　保存修復
現　在　岡山表町三丁目再開発

■青年技術者のことば

私が技術者として、最も重要だと

考えることは「建築主のニーズを

的確に理解し実現すること」であ

る。近年、建築設備業界において

も急速に技術革新が進み、便利に

なっていく一方で、「この設備は

本当に建築主にとって必要なもの

なのだろうか」と感じることが多

くなってきた。時代の流れととも

にニーズが変化するのは当然のこ

とではあるが、過剰な設備を投資

してしまうと建物利用時にエネル

ギーコストやメンテナンスコスト

がかさみ、大きな負担がかかって

しまう。建築のプロである我々

は、建築主に対してあらゆる提案

を行うが、それらが建築主のニー

ズを飛び越え、我々のエゴになっ

てしまっては元も子もない。第一

に、建築主の求めるニーズを正し

く理解し達成した上で、さらなる

付加価値を提案できる存在であり

続けなくてはならない。

■すいせん者

遠藤直樹

㈱竹中工務店　広島支店

生産統括部　設備グループ長

1．はじめに
本事業は、現存する「岡山市民会館」

と「岡山市立市民文化ホール」2つの

文化施設を集約し、新たな文化拠点を

再開発事業で整備するプロジェクトで

ある。私は2017年から現在に至り、本

事業の設計・施工を一貫して行ってい

る。設備領域における、建築主ニーズ

や品質確保への課題解決のため、今回

私が設備担当者として「岡山表町三丁

目再開発新築工事」において取り組ん

だ事例を紹介する。

2． 設備計画における
建築主ニーズ 

① LCCの低減化、省エネルギー、環境
との調和

本施設は50年以上、建物として利用す

ることを前提としている。よってライ

フサイクルコストに占めるランニング

コストの割合は非常に大きくなる。図

1の7つの熱源パターンについて、電

気・ガス・メンテナンス料金を考慮し

たライフサイクルコストと、環境配慮

（CO2排出量、一次エネルギー換算エネ

ルギー消費量）を比較し、熱源の選定

を行った。

②大空間の空調計画
本施設では、大空間施設の特性をふま

えた空調システムが必要であり、今回

は客席床下をSAチャンバーとして客席

足元に吹出口を設ける「居住域空調シ

ステム」を設計した。

居住域温度が快適域に達しているか、

温度ムラが発生していないかを可視化

するため、CFD解析（図2）を行った。

またドラフト感や静音性、吹出口の最

適配置を確認するため、実際に設置す

る客席椅子を用いてモックアップ試験

を実施し、検証を行った。（写真1）

図 2　CFD解析

写真1　モックアップ設置状況

③防振・遮音性能
高い防振・遮音性能が必要とされる劇

場施設は、物件数が他の建物種別に

比べて圧倒的に少ないことから、施工

管理経験者が極めて少なく、標準化さ

れた資料も無かった。そこで、本プロ

ジェクトでの防振・遮音性能の確保と

ともに、今回得られた知見をまとめ、

設備工事における防振・遮音処理方法

について水平展開・標準化を目指す。

遮音要領の種別ごとにチェックシー

ト（図3）を作成するとともに、施工

計画書・防振検討書の作成を行い、設

計監理との協議を経て施工要領や材料

の選定ならびに施工フロー等を決定し

た。

施工管理手法としては前述したチェッ

クシートを現地に貼り、全箇所現物確

認で管理した。またChex（建設図面

共有サービス）を用いて、クラウド上

での野帳の作成・写真一括管理・状況

確認等を行い、生産性向上にも寄与し

た（図4）

図 4　Chex活用状況

3．さいごに
今回紹介した取り組みは、本プロジェ

クトにおけるほんの一部である。2023

年 2月の竣工に向けて現場は最盛期を

迎えつつある。今後も新たな懸案や課

題が生まれることが予想されるが「建

築主のニーズ」を正しく理解し、その

実現のために設備担当者として自分が

出来ることを理解し、遂行していく。

また、防振・遮音処理要領やチェック

シートについては、今回得られた知見

をまとめ、竣工後に水平展開と防振・

遮音処理要領の標準化を進めていく。

劇場施設新築工事における建築主ニーズの実現に向けた
設計及び施工の取り組み

建物完成パース

図1　熱源パターン毎のLCC、環境配慮比較表

図 3　防振・遮音処理要領チェックシート




